


姦LT。鰍欄砕・劇棚痘棚監
世界の環境ビジネスは、一大市場として取り組む時期になっています。＼ClI流動粉砕分級方式の乾

燥機は産業廃棄物の生投棄による土壌や水質の汚染防止に寄与し、現場保全を図ると同時に産業廃棄

物の再資源化によって、経済的利益を上げられるシステムとして自信をもって販売できる設備であり

ます。流動粉砕（破砕）、乾燥システムは食品、化学業界、製紙業界等あらゆる産業における粉砕乾燥

についての問題点を全てクリアした画期的装置であります。



姦しⅧノ物ヱ如ヂ切付
NCM流動粉砕分級乾燥機は乾燥機内での付着堆積がなく、粉砕と乾燥を同時に秒速で処理する

画期的構造（恒率乾燥方式）で、乾燥中の臭気増幅防止と原料含水分の変動とを自動制御すること

により、あらゆる乾燥プロセスに利用できる装置であります。

用途（特徴）

1．従来の乾燥機で付着堆積、着火する原料の乾燥。

2．高水分、高粘度原料の安定した粉体イヒ

3．塊状原料の粉砕及び乾燥。
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■汚泥の含水分と乾燥及び焼却による

減暮化

汚泥の生投棄については投棄場所が困難となっ

ている為、有機質を多く含んだ汚泥は石油代替

として乾條焼却後の廃熱回収と灰化原料によっ

て大きな経済的利益を上げることができます。
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衝突粉砕と涜動乾燥分級を
同時に行い秒速で処理

【乾燥粉砕原理】

流動乾橡粉砕分緩機下部にある流動用熱風（空気）タクトから吸引鞄粒加速羽根によって直接取

引した熱凰と原料は、衝突用達心羽根内に流入後、接線方向から飛び出し、落下する原料と互い

に衝突し粉砕され乾燥が開始します。

粉砕された原料は、気流にのって塔内を秒速で乾燥しながら上昇し、サイクロン及びバクフィル

タで製品として回収されます。

また衝突後、上昇気流と共に上昇しきれない大きな粗粒は再び落下し、上記の工程を繰り返しな

がら所定の粒子径に粉砕され、回収されます。



有機質を含む廃棄物は石油代替エネルギー資源でも
NCM流動粉砕分級乾燥穂は乾燥横内での付着堆積がなく、粉砕と乾燥を同時に秒速

で処理する画期的構造（恒寧乾燥方式）で、乾燥中の臭気増幅防止と原料含水分の変動

とを自動制御することにより、あらゆる乾燥プロセスに利用できる装置であります。

①乾燥粉体を焼却することによる燃料（石油）節減、又は
自燃（乾燥粉体のみでバランス）させることも可能です。

頂高発熱量の廃棄物を乾燥・焼却処理することによって、
蒸気・温水・温風等の回収ができます。

③廃棄物（含水率70％前後）を乾燥（焼却熱利用）による
自燃（燃料不要）にすることができます。

廃棄物の含水分と乾燥及び焼却による減量化
茨分可燃物　　　　　　　　　　　　　　含水分

三　10％　　　　　　　　　　　　　　（85％）
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廃棄物の生投棄については投棄場所が

困難となっている為、有機質を多く含ん

だ原料は石油代替として乾燥焼却後の廃

熱回収と灰化減量によって大きな経済的

利益を上げることができます。
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廃棄物乾燥焼却設備による廃熱回収（原料焼却後の廃熱回収量）

原料含水r％J

含水分72％・発熱量4．000kca∽唱　…3

（高位）の廃棄物を乾燥焼却設備で・1時　……

間当り1，000kg処理した場合、含水分　82
80

72％、4．000kcal／kgが交わる点が廃　78

熟回収量（400．000kcal／h）となり、

石油代替エネルギーとして大きな経済性

を発揮することができます。

（前処理脱水機で含水率を下げることに

よって、更に廃熱回収することが可能と

なります。）
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1．直火式乾燥投儒

†乾燥粉体の循環混合による原料性状調整を

行なうことにより、高水分高粘度原料を安

定した粉体として製造し乾燥粉体の残留水

分を均一化することが可能です。

l至、・狭い据付面積で高効率運転ができます。

2・高水分低発熱量原料乾燥焼却投傭

『＼＼曾

粉体

郡：l

t　　池上■

．。1切，8　　1617

・了萄燥機構と焼却機構を分＃することで原料

供給状態の変動に追随した安定連続運転が

できます。

2粒径や残留水分が均一性で安定した乾燥粉

体を旋回噴流焼却炉に螺旋運動をしながら

投入させるため、炉内の制御性が展好で高

効率を維持することができます。

③再資源化が可能となる灰を取り出すことが

できます。

・⑥排ガスの排出基準も充分クリヤできます。

早・余剰熟回収（温凰又は乾燥粉体）付乾燥焼却股惰

排気・T溌熱土の高いスラッジを焼却した場合、乾

燥に必要な熱暮以外に余剰熟が発生します。
1617　この余剰熱は再資源化が可能となる乾燥粉

体として取り出すことが可能です。
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3鞘償恨事斗ウイクロン　　12　乾燥場体分岐タンパ　　　　　21切楔タンパ

4　旋回噴流輯却炉

れ器NO●名称　5二′欠餅甥郡

6　ア／シ」やた∵二ンヘア

7　ア　シ　▲二ヒ二ンヘア

P　十日三

〇　　　　　　‾■　●フ【コ二

排気

13　乾燻粉体ニューマフアン

14　混合機

15　フィートスクリューコンヘア

16　誘引排凰フアン

17　緋カス是攣哀■

18　r百■1受入RV

22　アノシュ移送コンヘア

23第一熱交換器

24　送風フアン

25　第二斡交換器

26　億環フノ7ン

27　乾燥戦体引抜コンヘア

∠ヨ　ノ′ッソユ円ハノノノイルツ‾

30　アノシュバンカ

31アノシュ用ニューマフアン

オプション機番

32　受入ホッパー及びフィーター

33　原料移送コンベア文は，配管

34　ポンプ

4．廃熱回収（薫気又は温水）付乾燥焼却役僧

①発熱1が高く脱水率の良

排気　　　　いスラッジを焼却した場

合大きな余剰熱が発生し、

1617　　　この余剰熱を蒸気又は温

水とし同収することがで

きます。

●オプション機構について

受入原料に変動がある場合

32受入ホッパーと定書フイ

タ等が必要です。原料の性状

に適した型式を選定するこ

とができます。

5．排気ガス脱臭付乾燥焼却設備

26

251　　　排気

1寧17

6．排気ガス処理毅傭

パご…廓

ri特に臭気の強い原料の焼却用と

して多年の経験と経済性を勘案

して開発した設備機構で下水汚泥、

その他臭気のある原料の処理に

適しています。

①弊社では乾燥焼却プラントの二次公害防止

用排ガス処理装■として3機種の選択を

経験豊かな技術によって行います。

・1・NOlガス洗浄ポンプ

～NO2ガス洗浄ポンプ

う補給水タンク
・4・藁注タンク

き・荷t棲
L6帝t水供給部

享　自動t源制御部

針ろ布

湿式t気♯■器　　　乾式集■器　　　針ダスト排出部
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